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高
知
市
と
の
行
政
懇
談
会
開
催

令
和
６
年
11
月
６
日(

水)

、
ホ
テ
ルS

P
-
h
a
r
u
n
o
-

に
て
、
高
知
市
の
商
工
観
光
部
・
農
林
水
産
部
・
市

民
協
働
部
の
方
々
を
春
野
町
へ
招
聘
し
、
春
野
商
工
会
理
事
・
監
事
10
名
、
高
知
市
商
工
観
光
部
・
農
林

水
産
部
・
市
民
協
働
部
か
ら
13
名
が
出
席
し
、
行
政
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
に
春
野
町
が
高

知
市
と
合
併
し
て
か
ら
実
に
16
年
を
経
て
、
初
め
て
の
行
政
懇
談
会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

代
表
挨
拶
と
し
て
、
春
野
商
工
会
か
ら
は
西
込
浩
一
会
長
、
高
知
市
か
ら
は
商
工
観
光
部

部
長

今
西

剛
也
様
よ
り
お
言
葉
を
頂
き
、
懇
談
会
が
開
会
し
ま
し
た
。
ま
ず
西
村
事
務
局
長
か
ら
春
野
商
工
会
の
沿

革
や
現
況
に
つ
い
て
説
明
を
述
べ
た
後
、
協
議
事
項
の
意
見
提
案
及
び
回
答
に
移
り
ま
し
た
。

意
見
提
案
は
、
事
前
に
役
員
及
び
会
員
の
方
々
よ
り
「
春
野
町
の
商
工
業
者
の
実
態
」
や
「
春
野
町
の

地
域
課
題
と
地
域
振
興
施
策
」
等
に
つ
い
て
ご
意
見
・
提
案
を
頂
き
、
高
知
市
か
ら
の
回
答
資
料
を
基
に

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
市
街
化
調
整
区
域
・
農
業
振
興
地
域
に
よ
り
社
会
的
に
必
要
な
産
業
が
入
り

に
く
い
こ
と
や
、
農
産
物
を
中
心
と
し
た
産
業
創
出
と
並
行
し
て
商
工
業
も
含
め
た
成
長
シ
ナ
リ
オ
の
構

築
、
若
年
層
の
春
野
町
離
れ
（
人
口
減
少
）
対
策
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
等
、
「
春
野
町
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
た
い
」
「
春
野
町
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
質
疑
応
答
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

高
知
市
か
ら
は
、
商

工
業
者
支
援
施
策
や
現

状
の
課
題
点
、
高
知
市

で
行
っ
て
い
る
施
策
や

現
状
の
課
題
点
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
丁
寧

な
ご
説
明
・
ご
回
答
を

頂
き
、
予
定
し
て
い
た

時
刻
を
超
過
す
る
ほ
ど

白
熱
し
た
議
論
に
お
よ

び
、
初
め
て
と
な
る
懇

談
会
は
盛
況
の
中
無
事

に
閉
会
し
ま
し
た
。
役

員
の
方
々
か
ら
は
大
変

有
意
義
な
時
間
だ
っ
た

と
の
意
見
も
あ
り
、
第

二
回
、
第
三
回
と
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
春
野

商
工
会
で
は
今
後
も
行

政
と
連
携
し
、
地
域
事

業
者
と
と
も
に
地
域
の

経
済
発
展
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

第
２
回

プ
チ
っ
と
は
る
の
マ
ル
シ
ェ
開
催

令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）
、
サ

バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
ジ
ャ

ブ
ロ
ー
に
て
、
春
野
商
工
会
青
年
部

が
主
催
す
る
第
１
回
春
野
町
の
お
店

体
験
「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
体
験
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
地
域
の
お
店
や
産
業
を
知
っ
て
体
験
し
て
も

ら
う
機
会
を
提
供
し
、
地
域
に
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
将
来
の
地
域
経
済
活
性
化
、
地
域
の
担
い
手
育

成
に
繋
が
る
と
考
え
、
春
野
商
工
会
青
年
部
が
企
画
し

た
地
域
貢
献
事
業
で
す
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
小
学
５
年

生
～
高
校
生
ま
で
15
名
の
児
童
・
生
徒
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
元
気
に
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
参
加
者
全
員
が
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
「
ま

た
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
」
と
回
答
し
大
変
好
評
で
し
た
。
当
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
春
野
町
の
お
店
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
変
有
意
義

な
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

春
野
商
工
会
青
年
部
で
は
今
後
も
商
工
会
と
共
に
地
域
振
興
、
観
光
振
興
等
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
春
野
商
工
会
青
年
部
活
動
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
は
、
経
営
者
の
資
質
向
上
を
目
指
す
講
習
会
・
研
修
会
等
の
開

催
、
地
域
貢
献
、
商
工
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
人
脈
作
り
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
春
野
商
工
会
青
年
部
で
は
随
時
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
商
工
会
会

員
も
し
く
は
会
員
の
親
族
、
法
人
役
員
、
後
継
者
等
で
45
歳
以
下
の
男
女
が
ご
加

入
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

青
年
部
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
春
野
町
の
お
店
体
験
「
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
体
験
」
開
催

令
和
６
年
11
月
17
日
（
日
）
10
時
～
15
時
迄
、
春
野
総
合
運
動
公
園
い
こ
い

の
広
場
前
駐
車
場
に
て
、
第
２
回
プ
チ
っ
と
は
る
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
最
高
気
温
25
度
、
最
低
気
温
17
度
と
季
節
外
れ
の
夏
日
で
し
た

が
、
全
21
店
舗
が
出
店
し
ま
し
た
。
飲
食
料
品
店
舗
を
は
じ
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

高
知
大
学
農
林
海
洋
科
学
部
学
生
に
よ
る
さ
つ
ま
い
も
の
販
売
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
雑
貨
や
韓
国
子
ど
も
服
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
等
、
様
々
な
業
種
の
出

店
事
業
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

８
０
０
名
を
超
え
る
来
場
者
の
多
く
は
親
子
連
れ
で
、
子
ど
も
の
は
し
ゃ
ぐ

声
も
聞
こ
え
る
賑
や
か
な
中
、
広
田
一
参
議
院
議
員
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
中
央
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
株
式
会
社
中
村
防
災
サ
ー
ビ
ス
・
東
北
自

動
車
有
限
会
社
の
協
力
に
よ
り
、
防
災
用
テ
ン
ト
や
ト
イ
レ
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
展
示
を
し
、
必
ず
来
る
と
さ
れ
る
南
海
大
地
震
に
備
え
る
べ
く
、
来
場

者
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
27
日
（
水
）
に
は
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
に
よ
る
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
来

年
の
開
催
に
向
け
て
新
た
な
実
行
委
員
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
春

野
総
合
運
動
公
園
の
利
用
者
が
多
く
、
終

日
ほ
ぼ
満
車
の
状
態
で
車
が
停
め
ら
れ
ず

来
場
を
断
念
す
る
方
も
い
た
、
な
ど
、
課

題
を
話
し
合
い
次
回
へ
の
開
催
に
つ
な
ぐ

会
と
な
り
ま
し
た
。

行政懇談会の様子

春野商工会側高知市側

㈱中村防災サービスによる
防災用品の販売ブース 会場の様子

出店事業者懇親会の様子 左：広田一 参議院議員

右：西込浩一 商工会会長

春
野
商
工
会
青
年
部

（
上
田
晃
大

部
長
）

プ
チ
っ
と
は
る
の
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会
（
中
村
雄
大

実
行
委
員
長
）
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吾
川
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
合
同
講
習
会
開
催

Ｑ
１
．
複
数
名
の
通
行
人
の
後
ろ
姿
が
写
っ
た
映
像
素
材
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
肖

像
権
の
侵
害
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
人
は
、
承
諾
な
し
に
み
だ
り
に
自
分
の
容
貌
等
を
利
用
・
公
表
さ
れ
な
い
自

由
、
い
わ
ゆ
る
肖
像
権
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
行
人
が
写
っ
た
映
像
素

材
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
映
像
素
材
に
写
っ
て
い
る
通
行
人
か
ら
同

意
を
取
得
す
る
な
ど
し
て
、
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
顔
が
よ
く
写
っ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
個
人
を
容
易
に
特
定
で
き
な

い
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
肖
像
権
の
侵
害
は
問
題
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
人
を

特
定
し
う
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
風
景
や
雑
踏
な
ど
不
特
定
多
数
の
物
の
姿
を
全
体

的
に
撮
影
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
社
会
通
念
上
、
受
忍
す
べ
き
限
度

を
越
え
な
い
と
し
て
、
肖
像
権
の
侵
害
に
は
あ
た
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
で
す
。
本

件
の
映
像
素
材
の
場
合
も
、
通
行
人
の
後
ろ
姿
が
写
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
個
人
を

容
易
に
特
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
、
通
行
人
は
主
た
る
撮
影
対
象
で
は
な
く
、
街

の
背
景
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
肖
像
権
と
の
関
係
で
は
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
２
．
街
並
み
を
撮
影
し
た
映
像
素
材
に
は
、
他
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
な
ど
が
写

り
込
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
点
は
著
作
権
侵
害
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
他
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
が
著
作
物
に
あ
た
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
他
人
の
著
作
物
が
写
り
込
ん
で
い
た
場
合
で
も
、
そ
の

写
り
込
み
が
全
体
か
ら
み
て
軽
微
な
も
の
で
、
著
作
物
の
著
作
権
者
の
利
益
を
不
当

に
害
し
な
い
正
当
な
範
囲
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
著
作
権
の
侵
害
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

本
件
の
映
像
素
材
の
場
合
も
、
意
図
的
に
他
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
を
撮
影
対
象
と

し
て
撮
影
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
背
景
の
一
部
と
し
て
写
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で

あ
れ
ば
、
著
作
権
侵
害
に
は
あ
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
リ
ス
ク
軽
減

の
た
め
に
、
Ｃ
Ｍ
映
像
の
美
観
を
損
ね
な
い
範
囲
で
、
他
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
に

モ
ザ
イ
ク
を
か
け
る
こ
と
も
一
案
で
す
。

Ｑ
２
．
街
並
み
を
撮
影
し
た
映
像
素
材
に
加
え
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ

て
い
る
有
名
な
神
社
仏
閣
を
撮
影
し
て
、
Ｃ
Ｍ
映
像
に
使
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
神
社
仏
閣
の
映
像
を
撮
影
し
て
、
Ｃ
Ｍ
映
像
に
利
用
す
る
こ

と
は
、
法
的
に
問
題
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
は
、
自
然
物
、
城
敦
な
ど
の
歴
史
的
遺
産
、
デ
ザ
イ
ン
性

の
あ
る
現
代
の
建
築
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
件
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
神
社
な
ど
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
特
徴
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
有

す
る
場
合
、
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
場
合
で
も
、
建
築
物
の
外
観
を
撮
影
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
上
、
自
由
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
著
名
人
の
肖
像
な
ど
は
商
品
の
販
売
を
促
進
す
る
力
が
あ
る
と
し
て
、
こ

れ
を
排
他
的
に
利
用
す
る
権
利
（
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
）
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
建
築
物
な
ど
の
「
物
」
に
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
は
認
め
ら
れ
な

い
為
、
基
本
的
に
は
、
所
有
者
に
無
断
で
建
築
物

を
撮
影
し
た
と
し
て
も
、
所
有
者
の
権
利
を
侵
害

す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
観
点
か

ら
す
れ
ば
、
基
本
的
に
、
建
築
物
を
撮
影
す
る
こ

と
自
体
に
つ
い
て
法
的
な
問
題
は
無
く
、
地
域
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
有
名
な
神
社
仏
閣

を
撮
影
し
、
映
像
を
Ｃ
Ｍ
映
像
に
利
用
す
る
こ
と

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
建
築
物
な
ど
の

場
合
、
そ
の
所
有
者
が
施
設
管
理
権
に
基
づ
き
、

「
商
用
利
用
目
的
で
の
撮
影
禁
止
」
と
い
っ
た
制

限
を
設
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

に
繋
が
る
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
に
、
所
有
者
に
確

認
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

令
和
６
年
度
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業

街
の
様
子
を
撮
影
し
た
映
像
を
自
社
の
宣
伝
広
告
に
使
い
た
い

法
律
で
解
決
！
中
小
企
業
の
ト
ラ
ブ
ル
は
怖
く
な
い
！

令
和
６
年
11
月
22
日
（
金
）
土
佐
市
複
合
文
化
施
設
つ
な
ー

で
に
て
吾
川
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
合
同
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
事
業
は
、
青
年
部
又
は
女
性
部
が
、
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
経
営
改
善
普
及
事
業
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て
活
動
推
進

費
の
補
助
を
受
け
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
吾
川
ブ
ロ
ッ
ク

（
春
野
町
、
土
佐
市
、
い
の
町
、
日
高
村
、
仁
淀
川
町
）
で
は
、

各
部
が
順
番
に
幹
事
を
務
め
、
主
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
本
年
は
土
佐
市
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
が
幹
事
を
務
め
、

春
野
商
工
会
か
ら
は
青
年
部
６
名
・
女
性
部
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
池
上
幸
男
氏
が
招
か
れ
、
最
新
の
Ａ
Ⅰ
技

術
を
駆
使
し
た
生
産
性
向
上
術
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
な
が
ら

学
び
、
有
意
義
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
後
に
は
、

ド
ラ
ゴ
ン
広
場
に
て
交
流
会
も
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

税
務
署
へ
の
紙
提
出
は
ご
用
心
！

令
和
７
年
１
月
よ
り
申
告
書
等
控
え
へ
の
押
印
廃
止

国
税
庁
で
は
、
国
税
に
関
す
る
手
続
き
等
の
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
令
和
７
年
１
月

か
ら
、
申
告
書
等
の
控
え
に
つ
い
て
収
受
日
付
印
の
押
な
つ
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
書
面
申

告
等
に
お
け
る
申
告
書
等
の
提
出
の
際
に
は
、
申
告
書
等
の
正
本
（
提
出
用
）
の
み
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
等
の
控
え
へ
収
受
日
日
付
の
押
印
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
、

ご
自
身
で
控
え
の
作
成
及
び
保
有
、
提
出
年
月
日
の
記
録
・
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
７
年
１
月
以
降
、
当
分
の
間
の
対
応
と
し
て
、
窓
口
で
交
付
す
る
「
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
」
（
図
１
参
照
）
に
申
告
書
等
を
収
受
し
た
「
日
付
」
や
「
税
務
署
名
」
を
記

載
し
た
も
の
が
、
希
望

者
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

郵
送
等
に
よ
り
申
告

書
等
を
提
出
す
る
際
に
、

切
手
を
貼
付
し
た
「
返

信
用
封
筒
」
を
同
封
さ

れ
た
方
に
対
し
て
も
、

窓
口
で
の
収
受
の
場
合

と
同
様
、
当
分
の
間
の

対
応
と
し
て
、
日
付
・

税
務
署
名
（
業
務
セ
ン

タ
ー
名
）
を
記
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
て
返
送
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
等
控
え
の
収
受
日
押
印
以
外
で
、
申
告
書
の
提
出
事
実
・
提
出
年
月
日
を
確
認

す
る
方
法
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
申
告
書
等
情
報
取
得
サ
ー
ビ
ス
（
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
み
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
、
青
色
申
告
決
算
書
及
び
収
支
内
訳
書
に
つ
い
て
書
面
に
よ
り

提
出
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
らe

-
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を
利
用
し

て
過
去
３
年
分
のP

D
F

フ
ァ
イ
ル
を
無
料
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
税
申
告
書

は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

○
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求

税
務
署
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
対
す
る
開
示
請
求
に
よ
り
、
提
出
し
た
申
告
書
等
の

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
し
の
交
付
の
場
合
は
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
）
。

手
数
料
は
３
０
０
円
（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
は
２
０
０
円
）
で
す
。
法
人
の
申
告
書

等
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

○
税
務
署
で
の
申
告
書
等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス

税
務
署
の
窓
口
で
、
ご
自
身
が
過
去
に
提
出
し
た
申
告
書
等
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
紙
媒
体
で
写
し
を
と
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
を
撮
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

○
納
税
証
明
書
の
交
付
請
求

納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
提
出
し
た
場
合
の

納
税
額
又
は
所
得
金
額
の
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
、
税
目
ご

と
１
年
度
１
枚
に
つ
き
４
０
０
円
（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
は
３
７
０
円
）
で
す
。

春
野
商
工
会
で
は
、
記
帳
代
行
・
決
算
・
確
定
申
告
提
出
代
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

申
告
は
概
ねe

-
T
a
x

に
よ
る
電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。
（
一
部
、
紙
提
出
と
な
る
申
告
書
も

ご
ざ
い
ま
す
。
）
ご
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
確
定
申
告
時
期
は
大
変
込

み
合
い
ま
す
の
で
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
相
談
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

春
野
商
工
会
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
新
規
会
員
募
集

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

商
工
会
は
、
地
域
事
業
者
等
が
会
員
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
行
う

地
域
総
合
経
済
団
体
で
す
。
商
工
業
者
の
意
見
提
言
や
、
地
元
経
済
の
福
祉
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

〈
創
業
し
た
い
〉
窓
口
で
の
個
別
相
談
の
ほ
か
、
起
業
の
た
め
の
知
識
を
体
系
的
に
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

や
交
流
会
、
融
資
の
相
談
受
付
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

〈
資
金
を
調
達
し
た
い
〉
金
融
や
信
用
保
証
に
関
す
る
相
談
、
マ
ル
経
等
の
低
利
で
安
心
な
融
資
の

斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
販
路
を
開
拓
し
た
い
〉
自
社
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
技
術
を
紹
介
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創

出
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す

〈
新
商
品
を
開
発
し
た
い
〉
新
商
品
の
開
発
や
精
算
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
新
し
い
生
産
方

式
の
導
入
な
ど
に
対
し
、
外
部
の
専
門
家
や
助
成
金
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
事
業
の
引
継
を
し
た
い
〉
後
継
者
な
ど
に
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
の
譲
渡
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
現
状
に
応
じ
た
計
画
作
成
や
必
要
な
法
的
手
続
き
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
経
理
税
務
の
相
談
が
し
た
い
〉
税
金
の
控
除
や
申
告
制
度
な
ど
、
日
ご
ろ
の
皆
様
の
様
々
な
お
悩

み
に
対
し
、
帳
簿
の
つ
け
方
か
ら
決
算
、
確
定
申
告
の
方
法
ま
で
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
労
働
環
境
を
整
備
し
た
い
〉
従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
春
野
商
工
会
に
は
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
労
働
保
険
事
務
組
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
労
働
保
険
に
つ
い
て
の
申
請
、
届
出
、
報
告
等
に
関
す
る
事
務
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
た
い
〉
相
互
扶
助
の
仕
組
み
に
よ
り
、
団
体
割
引
で
安
価
か
つ
有
利
な
各

種
共
済
・
保
険
制
度
を
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

〈
人
脈
づ
く
り
を
し
た
い
〉
青
年
経
営
者
・
後
継
者
が
加
入
す
る
青
年
部
・
女
性
部
が
あ
り
ま
す
。

経
営
力
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
上
と
ま
ち
づ
く
り
に
務
め
る
こ
と
で
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
す
。

〈
一
般
会
員
会
費
年
額
１
万
２
千
円
〉
商
工
会
の
目
的
は
企
業
の

繁
栄
と
、
地
域
の
発
展
で
す
。
事
業
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ぜ
ひ
ご
入
会
下
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
ご
入
会
頂
い
て
い
る
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
取
引
先
、
ご
関
係
先
、
お
知
り
合
い
な

ど
で
未
だ
入
会
頂
い
て
い
な
い
事
業
所
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
下
さ
い
。

合同講習会の様子


